
紹

介

つ
の
課
題
に
鰐
ず
る
Q
即
ち
解
か
れ
た
る
一
つ
の
論
理
と
し
て
で
は
な
く
、

解
か
る
べ
き
一
つ
の
事
實
と
し
て
我
々
に
與
へ
ら
れ
て
る
る
」
（
序
、
三
頁
）

も
の
で
あ
る
が
故
に
回
著
渚
ほ
「
本
叢
書
に
課
せ
ら
れ
た
客
観
的
激
蓮
の
要

求
に
も
拘
ら
ず
」
（
序
、
三
頁
）
、
著
者
濁
窮
の
「
試
諭
的
な
」
見
解
を
こ
」
に

展
開
さ
れ
て
る
る
の
で
あ
る
Q

　
以
上
は
本
書
の
内
容
を
そ
の
輪
廓
に
よ
っ
て
簡
輩
に
紹
介
し
た
に
す
ぎ
な

い
が
、
要
す
る
に
、
薦
の
美
術
史
家
の
最
初
の
入
で
あ
り
岡
蒔
に
ま
た
近
代

美
學
の
創
始
者
で
あ
っ
た
甲
ン
ケ
ル
マ
ン
の
偉
大
な
指
口
一
系
が
、
薯
者
の

鋭
い
論
理
に
よ
っ
て
、
彼
の
實
生
活
を
背
景
と
し
つ
鼠
獲
展
の
梱
に
於
て
把

へ
ら
れ
、
著
者
の
流
麗
な
筆
に
よ
っ
て
見
事
に
描
き
つ
く
さ
れ
て
み
る
の
で

あ
る
。
吾
々
は
、
亭
ン
ヶ
ル
マ
ソ
の
患
想
が
い
ま
本
書
に
よ
っ
て
は
じ
め
て

吾
々
の
國
の
言
葉
を
以
て
蝕
す
と
こ
ろ
な
く
云
ひ
つ
く
ざ
れ
る
こ
と
が
出
來

た
こ
と
に
潔
い
旧
び
を
感
ぜ
ず
に
は
み
ら
れ
な
い
O

　
一
般
に
、
藝
術
檬
式
と
文
化
様
式
と
の
問
題
が
、
歴
史
に
於
け
る
時
代
の

蔑
分
の
諸
問
題
と
…
闘
聯
し
て
、
歴
更
學
の
重
要
な
問
題
の
「
つ
と
な
り
、
腿

零
墨
・
が
す
ぐ
れ
た
美
術
…
災
家
の
患
想
か
ら
多
く
の
示
竣
と
影
響
と
を
被
り
つ

㌧
あ
る
近
時
の
傾
向
を
思
ふ
と
き
、
本
欝
の
如
き
は
、
た
壁
軍
に
美
學
及
び

漢
衝
輿
に
蕩
心
を
も
ち
或
は
古
代
美
術
に
興
味
を
感
ず
る
人
々
の
み
な
ら
ず

ま
た
暗
く
｝
般
に
歴
史
の
學
に
從
ふ
人
々
に
と
っ
て
、
必
讃
の
書
の
一
つ
で

あ
る
こ
と
を
信
じ
て
疑
ほ
な
い
も
の
で
あ
る
◎
（
京
都
、
雪
交
堂
書
房
獲
行
、

鐙
領
盗
観
滲
拾
銭
）
〔
申
越
）

嘉
弟
二
、
十
「
巻
　
第
四
號
　
　
入
七
四

○
重
農
學
派
の
政
治
獣
行

　
軍
な
る
纏
濟
學
識
で
は
な
く
し
て
、
よ
O
廣
汎
な
金
瀧
愈
全
宇
宙
を
包
含

す
る
薪
三
一
を
一
当
撃
涯
は
主
獲
す
る
。
薪
ら
し
き
丁
子
そ
れ
ほ
デ
カ
ル
ト

的
原
理
を
、
換
回
す
れ
ば
、
侮
よ
り
も
先
づ
明
謹
を
、
批
會
秩
序
に
適
翔
す

る
演
糧
的
な
科
學
で
あ
る
、
「
純
一
學
に
於
け
る
讃
明
ほ
、
幾
何
學
や
代
鍛
學

の
そ
れ
と
同
様
の
も
の
で
あ
る
」
と
デ
ユ
ポ
ソ
・
ド
・
ヌ
ム
…
ル
は
云
ふ
Q
籔

學
的
方
法
の
適
用
に
よ
っ
て
、
自
然
法
官
と
同
様
に
確
實
な
不
動
な
纏
濟
法

則
を
護
課
し
う
る
と
摺
じ
て
る
た
。
而
も
輿
件
及
び
そ
れ
を
獲
嘱
す
る
方
法

が
、
侮
等
弓
術
的
な
も
の
を
持
た
ず
、
農
業
の
一
三
酌
生
産
嫉
の
原
理
も
亦

決
し
て
徽
學
的
三
明
に
約
し
た
も
の
で
ほ
な
い
こ
と
に
氣
付
い
て
み
な
い
。

こ
の
〕
見
科
學
的
な
緻
學
酌
方
法
は
重
農
學
涙
よ
り
、
自
由
主
義
纒
濟
學
に

ま
で
及
び
、
、
そ
の
巌
密
な
演
駕
と
鐙
明
と
が
、
託
宣
的
威
嚴
で
以
っ
て
こ
の

學
を
粉
儲
岬
し
て
み
る
の
で
あ
る
。

　
薪
ら
し
き
可
動
秩
序
の
槌
肩
た
る
「
砂
色
し
と
「
膚
由
」
と
を
保
謹
す
る
の
が

政
府
の
義
務
で
あ
り
、
存
在
理
・
田
で
あ
る
。
斯
く
て
、
從
前
の
國
家
灌
力
は

著
し
く
減
ぜ
ら
九
、
貢
農
學
振
に
あ
っ
て
は
、
門
地
鷲
襟
に
が
鯛
家
よ
り
も
優

先
的
な
の
で
あ
る
。
國
家
は
そ
の
保
．
識
の
爲
に
の
み
欝
成
せ
ら
れ
、
．
且
っ
て

ほ
國
王
の
意
志
に
よ
り
て
作
ら
れ
た
注
律
は
，
、
今
や
、
國
瓢
と
は
野
立
し
、

葡
も
國
王
も
そ
れ
に
服
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
肉
然
的
職
靴
理
と
な
っ
た
。
「
王
の
立
法

挫
は
、
法
律
を
作
る
カ
で
ほ
な
く
そ
れ
を
宣
す
る
力
で
あ
る
Q
し

　
「
側
人
財
産
」
に
干
渉
す
る
ナ
ベ
て
の
も
の
は
、
非
難
さ
れ
る
。
最
良
の
政

府
と
は
最
も
少
く
続
治
し
、
何
事
亀
爲
さ
ざ
る
も
の
を
云
ふ
。
「
自
分
が
王
で
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あ
れ
ば
、
何
も
爲
さ
な
い
で
あ
ら
う
。
法
が
統
治
す
る
。
」
と
の
ヶ
ネ
ー
の
言

は
、
重
農
學
派
の
無
入
格
的
政
蔚
の
概
念
を
最
も
箇
潔
に
表
現
し
て
み
る
。

蔀
ち
、
有
無
渚
に
思
ひ
の
ま
」
に
さ
せ
る
政
府
1
此
れ
ほ
決
し
て
瀞
話
で
な

く
、
大
革
命
の
「
入
纏
の
宜
「
冨
」
の
中
に
大
部
分
實
現
せ
ら
れ
た
。

　
「
個
人
財
産
の
防
護
」
に
最
も
適
し
た
も
の
は
、
璽
農
學
涙
に
よ
れ
ば
、
貴

族
政
治
で
も
亦
民
主
政
治
で
も
な
い
Q
「
合
法
的
專
綱
政
治
」
な
の
で
あ
る
。

世
襲
駒
な
絶
封
的
な
而
も
個
人
財
…
燕
を
保
護
す
る
こ
と
を
自
己
の
利
釜
と
す

る
國
王
、
農
業
の
純
牧
入
よ
り
徴
税
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
就
職
と
土
地
の

共
同
所
有
者
と
な
る
國
王
の
合
法
的
専
制
政
治
を
意
話
す
る
。
此
の
鮎
で
モ

ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
分
泌
論
を
撹
否
す
る
Q

　
重
農
學
派
の
「
絶
…
封
王
政
」
は
「
私
有
財
産
の
護
術
兵
」
と
ま
で
制
限
さ
れ

る
。
　
立
法
擢
力
の
減
少
が
読
か
れ
る
、
「
融
會
秩
序
に
、
挽
言
す
れ
ば
財
溢

と
自
由
と
に
打
撃
を
與
へ
る
如
き
法
令
に
反
抗
す
る
こ
と
が
合
法
な
の
で
あ

る
」
Q
「
司
法
権
」
の
野
立
が
、
恣
意
的
專
制
政
治
へ
写
す
る
を
防
ぐ
一
と
し
て

考
へ
ら
れ
る
。
裂
主
が
「
三
朔
の
長
」
た
る
こ
と
す
ら
担
否
せ
ん
と
す
る
。
（
デ

ユ
ポ
ソ
）
。
司
法
官
の
、
換
言
す
れ
ば
、
高
等
法
院
の
魏
立
に
心
し
て
、
デ
ユ

ポ
ソ
は
重
要
な
言
葉
を
述
べ
て
み
る
Q
彼
に
よ
れ
ば
、
高
等
法
隣
が
法
令
や

勅
令
を
再
審
す
る
の
み
な
ら
ず
、
而
も
そ
れ
が
法
院
の
義
務
で
あ
り
、
司
法

官
こ
そ
自
然
法
の
術
兵
で
、
最
後
の
決
定
橿
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
と
。
か

く
、
重
農
轟
轟
の
「
合
法
酌
專
欄
し
は
一
の
償
用
語
に
す
ぎ
ず
、
現
實
に
は
高

等
法
院
に
自
然
の
秩
序
の
術
兵
た
る
希
韮
を
荒
し
て
み
る
。

　
絶
饗
王
政
ほ
、
更
に
輿
論
、
出
版
の
平
曲
や
公
民
的
義
務
教
育
等
に
よ
っ
て

も
亦
制
限
を
受
け
る
。
「
文
化
的
低
度
の
状
態
に
於
て
は
、
樺
威
が
叢
叢
人
の

やη
b”ri

応

手
に
あ
る
よ
り
、
　
…
人
の
手
に
あ
る
方
が
遙
か
に
有
害
な
も
の
で
あ
る
し
（
メ

ル
シ
エ
・
W
卜
。
ラ
・
リ
ビ
エ
ー
ル
）
か
ら
。

　
斯
く
し
て
重
農
墨
・
涙
の
學
説
ほ
翠
に
絶
鋤
髄
の
強
化
を
目
的
と
し
な
い
の

み
な
ら
ず
、
其
の
賜
少
化
に
大
い
に
貢
画
し
た
と
信
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
。
之

と
反
…
封
の
見
解
は
ケ
ネ
ー
や
ミ
ラ
ボ
ー
伯
が
高
等
法
院
の
…
催
力
の
問
題
に
麹

、
し
て
守
っ
た
沈
黙
の
誤
解
に
基
い
て
み
る
Q
ケ
ネ
ー
の
前
述
の
無
人
格
的
政

府
の
思
想
は
こ
の
こ
と
を
明
に
し
て
み
る
。

　
置
薬
王
政
の
悲
心
な
支
持
者
と
普
通
に
考
へ
ら
れ
て
る
る
こ
の
派
の
入
々

が
關
會
を
t
恒
久
的
な
代
議
制
の
國
會
を
要
求
し
て
み
る
）
「
園
會
を
持
た
ざ

る
王
國
ほ
、
劔
を
手
に
せ
る
涯
人
に
等
し
い
」
と
ケ
ネ
ー
は
云
ふ
。
心
乱
者
の

み
の
國
會
、
嵩
上
墾
縫
を
持
つ
亀
の
が
土
地
餌
有
者
の
み
に
限
ら
れ
て
み
る
こ

と
は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
商
入
や
手
工
業
者
は
生
癒
的
階
級
で
な
く
、
且
つ

農
業
の
代
表
者
と
利
害
相
反
す
る
故
に
代
表
さ
せ
て
は
な
ら
ぬ
。
か
く
し
て

重
農
試
派
は
「
都
市
」
を
呪
咀
す
る
。
機
村
的
な
地
方
自
治
鵬
で
充
分
で
あ

り
、
都
市
的
自
治
膿
は
不
必
要
で
あ
る
Q
巴
塁
は
王
國
を
吸
込
む
深
淵
で
あ

る
と
云
ふ
。

　
既
の
特
異
な
政
治
儲
蓄
は
他
方
そ
の
道
徳
古
説
に
も
反
映
し
て
み
る
。
個

人
的
利
釜
が
煙
毒
の
基
礎
で
あ
り
、
個
人
冠
着
釜
の
集
合
が
全
般
的
利
釜
で

あ
る
と
す
る
。
斯
く
モ
ラ
ル
は
人
が
そ
の
眞
の
利
釜
、
計
箕
さ
れ
、
豫
算
さ

れ
た
利
釜
を
意
識
す
る
こ
と
に
有
り
、
そ
の
盲
目
的
な
利
盆
追
求
に
陥
る
の

を
、
「
自
由
」
が
防
ぐ
と
考
へ
る
。
重
農
學
鑛
ほ
糎
濟
的
秩
序
よ
り
、
道
徳
的

秩
序
の
分
祈
へ
遡
っ
た
。
道
徳
は
生
活
物
資
を
確
保
し
、
帰
詣
し
、
人
類
の

安
寧
幸
輻
を
樹
立
す
る
方
法
に
臨
す
る
。
審
の
永
久
的
再
生
蓬
と
云
ふ
自
然

第
二
十
一
巷
　
第
四
號
　
　
入
七
玉
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紹

、
介

法
則
が
道
徳
の
基
礎
な
の
で
あ
る
。
道
徳
ほ
、
一
の
農
業
倫
理
で
あ
る
。
斯

く
重
農
畢
派
の
鏡
く
道
徳
と
は
、
功
利
的
道
徳
で
あ
り
、
土
地
所
有
者
の
み

の
手
の
及
び
う
る
、
貴
族
的
、
金
樫
的
な
道
徳
な
の
で
あ
る
Q

　
雀
に
、
　
ブ
イ
ジ
オ
ク
ラ
テ
イ
と
云
ふ
の
は
、
輩
に
一
の
纏
濟
的
大
系
で
は

な
く
し
て
、
道
徳
、
政
治
を
包
含
し
た
一
の
無
期
な
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
　
×

　
旧
以
上
が
ア
ル
ベ
…
ル
。
マ
チ
エ
ス
｝
ぴ
r
う
再
財
目
誌
露
0
8
（
H
Q
O
M
ゐ
「
…
ぢ
蜘
n
）
一
臼
取
…
近

の
す
ぐ
れ
だ
大
野
命
輿
研
究
家
の
｛
人
の
、
残
後
記
表
さ
れ
た
｝
論
文
　
（
卜
3

創
0
9
0
「
ぎ
霧
℃
o
多
5
幽
幽
鳥
o
u
・
℃
ξ
ω
凶
。
。
話
零
の
し
　
の
極
め
て
簡
軍
な
概
略
で
あ

る
Q
僅
々
十
頁
籐
の
小
論
交
に
す
ぎ
な
い
が
、
複
雑
多
鼓
な
璽
農
．
學
荻
の
攣

説
を
特
徴
的
に
要
約
し
て
み
る
。
そ
れ
は
輩
な
る
糎
滋
學
説
で
は
な
く
、
廣

く
新
治
。
道
悠
の
領
域
に
ま
で
及
び
、
自
然
法
思
想
に
立
脚
し
、
個
人
の
「
財

産
」
と
「
自
由
」
の
保
謹
を
そ
の
撰
抵
的
主
張
と
す
る
。
「
合
法
的
專
新
し
志
い

ふ
特
異
な
政
治
形
態
、
そ
れ
は
決
し
て
絶
封
政
を
強
化
す
る
も
の
で
は
な
く

鱈
主
の
恣
意
專
制
を
防
ぐ
最
艮
の
形
態
、
も
亦
こ
」
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
Q

、
土
地
所
有
者
の
み
の
…
國
酢
、
商
工
業
藩
の
軽
四
、
審
市
へ
の
非
難
等
も
、
曲
旧

業
の
唯
ヅ
生
箆
悔
を
強
調
す
る
も
の
の
必
然
的
齢
結
な
の
で
あ
る
。

　
進
渉
的
な
も
の
と
保
守
的
な
も
の
、
こ
め
槻
矛
馴
せ
る
｝
　
繭
を
も
つ
、
こ

の
畢
振
の
特
殊
性
を
、
．
マ
チ
ェ
ス
の
こ
の
、
小
論
文
の
申
に
明
確
に
理
解
す

る
こ
と
が
出
曇
る
。
（
k
〆
量
紘
窪
三
切
ε
凱
雲
。
の
蕾
ぎ
蕊
く
。
ぞ
二
〇
コ
『
讐
副
鼠
㎝
ρ

該
p
ア
努
戸
ぎ
お
恩
「
）
　
（
前
川
　
）
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○
石
橋
博
旗
蓮
謄
記
念
論
文
集

（
地
理
論
叢
第
八
輯
）

　
瀬
橋
五
郎
樽
士
が
去
る
一
月
五
臼
再
出
溶
く
撮
旛
を
迎
へ
て
退
職
せ
ら
る

㌧
に
回
り
、
門
下
生
一
同
の
勢
作
を
集
め
て
博
士
に
献
．
上
せ
ん
と
し
て
成
っ

た
も
の
が
本
書
で
あ
る
。
　
こ
の
種
記
念
論
文
集
に
は
岡
二
三
先
生
の
害
稿
を

仰
ぐ
の
が
普
池
で
あ
る
が
、
三
惑
を
か
く
る
に
忍
び
ず
と
さ
れ
る
博
士
の
御

趣
旨
を
旨
し
て
本
書
は
全
く
教
室
出
身
の
受
業
生
の
み
の
論
稿
よ
り
、
登
る
も

の
で
教
室
の
不
定
期
装
表
機
開
た
る
地
理
論
叢
の
第
八
韓
と
し
て
刊
行
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
Q

　
巻
頭
に
は
陸
士
の
一
塁
と
論
著
目
録
が
韓
録
さ
れ
、
研
究
報
告
の
三
頭
に

は
博
士
自
ら
、
我
國
地
理
學
界
の
意
図
を
執
筆
さ
れ
て
る
る
。
叉
宛
然
と
し

て
、
明
治
よ
り
昭
和
に
至
る
我
が
地
理
學
獲
達
史
で
あ
っ
て
眞
に
興
昧
津
々

た
る
も
の
が
あ
る
O

　
そ
れ
か
ら
は
卒
業
の
纈
に
、
岡
年
端
業
者
ほ
あ
い
う
え
お
順
に
編
輯
さ
れ

て
る
る
。

　
中
野
竹
附
図
氏
「
強
運
初
期
の
貿
易
と
地
理
的
環
境
」
は
螢
口
の
盛
嚢
を
農

然
地
理
的
に
叉
大
蓮
、
浦
蝋
と
の
關
係
に
於
て
究
明
し
、
三
王
寛
｝
氏
「
農
村

の
戸
口
と
土
地
と
の
儲
…
係
の
｝
面
」
は
武
下
野
濾
窪
村
を
例
と
し
て
鍛
多
の

旧
地
一
名
一
高
帳
村
鑑
等
に
よ
り
一
轍
に
於
け
る
人
口
増
減
の
趨
勢
と
土
地

剥
用
と
の
蘭
係
を
明
か
に
し
、
田
中
秀
作
氏
「
満
蒙
一
振
者
と
し
て
の
漢
族

繭
入
し
は
素
朴
勤
勉
な
る
漢
族
農
民
の
仙
に
勇
敢
櫻
敏
な
る
漢
族
商
人
も
亦

満
蒙
…
閉
叢
の
功
を
分
つ
べ
き
壌
を
難
三
三
、
油
房
、
焼
鍋
、
磨
坊
等
の
地
名

（19S　）


